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CI-NETとは？ 
　CI-NET（Construction Industry NETwork）
は、建設生産に関わる企業間でコンピュー
タネットワークを利用した情報交換を実現
するための標準の規約のこと。財団法人建
設業振興基金 建設産業情報化推進センター
が中心となって国土交通省・関係団体・企
業の協力のもと、規約の策定、利用促進、
広報普及活動が行われている。 
　インターネットに対応した規約「CI-NET 
LiteS」の策定により、パソコン用の市販ソ
フトやASPサービスの提供が進み、利便性
向上や導入費用軽減につながり、現在、急
速に利用企業が増加している。 

パネルディスカッションの様子。左から、コーディネータの大林組・松並氏、パネリス
トの安藤建設・西村氏、戸田建設・野村氏、石井組・勝氏、ホソイ・原氏、明治大理石・
中家氏、東陶エンジニアリング・横手氏、YKK AP・佐々木氏 

③Ｃ－ＣＡＤＥＣ活動の紹介 
・空調衛生分野における取り組みについて 
　～ＳＸＦ Ｖｅｒ３．０属性セットの開発と実証～ 
・建築工事における受発注者間の効果的な情報共有
実現に向けた取り組み 

・ＣＩ－ＮＥＴ ＬｉｔｅＳの最新状況 
・ＣＩ－ＮＥＴ実施への取り組み 
・穴吹工務店における取り組み 

「ＣＩ－ＮＥＴ ＬｉｔｅＳ利用普及と業務効率化」 

「平成１７年度 ＣＩ－ＮＥＴ／Ｃ－ＣＡＤＥＣシンポジウム」のプログラム 

①基調講演「可視化の技術とそのインパクト」 
②パネルディスカッション－Ⅰ 
「ＣＩ－ＮＥＴの更なる進展に向けて 
 ―　ＣＩ－ＮＥＴの役割と今後の進展に向けて　―」 

④ＣＩ－ＮＥＴ活動の紹介 

⑤パネルディスカッション－Ⅱ 
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第１０回 
　
東
京
・
千
代
田
区
の
イ
イ
ノ
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
た
「
平
成
17
年
度
　
Ｃ
Ｉ
―

Ｎ

Ｅ
Ｔ
／
Ｃ
―

Ｃ
Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

（
建
設
業
振
興
基
金
・
建
設
産
業
情
報
化

推
進
セ
ン
タ
ー
主
催
）。
そ
の
最
終
セ
ッ

シ
ョ
ン
を
飾
っ
た
の
が
、「
Ｃ
Ｉ
―

Ｎ
Ｅ
Ｔ
 

Ｌ
ｉ
ｔ
ｅ
Ｓ
利
用
普
及
と
業
務
効
率
化
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
だ
っ
た
。 

　
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
、
発
注
者
の
立
場

と
な
る
総
合
建
設
業
か
ら
、
安
藤
建
設
・

社
長
室
情
報
企
画
部
副
部
長
の
西
村
高
志

氏
と
戸
田
建
設
・
技
術
研
究
所
情
報
技
術

チ
ー
ム
主
管
の
野
村
義
清
氏
、
受
注
者
側

と
な
る
専
門
工
事
会
社
か
ら
は
土
木
工
事

の
石
井
組
・
総
務
部
課
長
の
勝
栄
三
氏
、

左
官
工
事
の
ホ
ソ
イ
・
総
務
部
部
長
の
原

厚
子
氏
、
石
工
事
の
明
治
大
理
石
・
専
務

取
締
役
の
中
家
祥
裕
氏
、
衛
生
設
備
工
事

の
東
陶
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
・
東
京
支
店

東
京
営
業
部
業
務
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
の

横
手
優
氏
、
建
具
工
事
お
よ
び
販
売
を
手

が
け
る
Ｙ
Ｋ
Ｋ
 

Ａ
Ｐ
・
ビ
ル
建
材
第
一

事
業
部
東
京
統
括
営
業
部
工
務
グ
ル
ー
プ

長
の
佐
々
木
英
生
氏
の
計
７
名
が
参
加
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
役
は
大
林
組
・
東
京
本

社
情
報
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
部
グ
ル
ー
プ
長

の
松
並
孝
明
氏
が
務
め
た
。 

　
こ
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
中

で
は
、
大
き
く
3
つ
の
議
題
が
取
り
上
げ

ら
れ
た
が
、C
I
―

N
E
T
利
用
の
効
果
や

議
題
に
つ
い
て
の
各
氏
の
コ
メ
ン
ト
か
ら

は
、
そ
の
普
及
拡
大
に
寄
せ
る
期
待
の
大

き
さ
が
う
か
が
え
た
。 

　
 

 
 

 
 

　
松
並
氏
は
、
ま
ず
C
I
―

N
E
T
活
用

の
第
一
ス
テ
ッ
プ
と
い
え
る
「
見
積
り
依

頼
・
回
答
、
注
文
・
注
文
請
け
業
務
」
を

議
題
に
掲
げ
、
各
社
の
現
状
や
効
果
、
課

題
な
ど
を
訊
ね
て
い
っ
た
。 

　
こ
れ
に
対
し
て
は
、
各
氏
と
も
導
入
効

果
に
対
す
る
確
か
な
手
応
え
を
口
に
し
た
。

安
藤
建
設
の
西
村
氏
は
「
社
内
で
は
、
導

入
当
初
こ
そ
不
満
の
声
は
あ
っ
た
も
の
の
、

慣
れ
る
に
し
た
が
っ
て
業
務
効
率
向
上
へ

の
評
価
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
」、
戸
田
建

設
の
野
村
氏
は
「
取
引
先
の
工
事
会
社
か

ら
も
『
早
く
利
用
し
た
い
』
と
い
う
要
望

が
高
ま
っ
て
い
る
」
と
語
っ
た
。 

　
受
注
者
側
か
ら
も
、「
以
前
は
手
書
き

や
検
算
に
手
間
を
と
ら
れ
て
い
た
事
務
作

業
が
、
単
価
入
力
だ
け
で
自
動
計
算
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
格
段
に
早
く
楽
に
な
っ
た
」

（
ホ
ソ
イ
の
原
氏
）、「
受
注
契
約
に
か
か

る
印
紙
税
が
１０
分
の
１
以
下
に
低
減
で
き

た
」（
石
井
組
の
勝
氏
）
な
ど
の
具
体
的

な
効
果
が
示
さ
れ
た
。 

　
さ
ら
に
は
、「
社
内
の
業
務
シ
ス
テ
ム

に
デ
ー
タ
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
で
、
営
業

活
動
の
分
析
に
活
用
し
て
い
る
」（
東
陶

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
の
横
手
氏
）、「
自
社

の
積
算
シ
ス
テ
ム
の
中
で
、C
I
―

N
E
T

の
デ
ー
タ
を
下
見
積
り
作
成
だ
け
で
な
く

原
価
管
理
や
物
件
情
報
管
理
に
も
役
立
て

て
い
る
」（
Ｙ
Ｋ
Ｋ
 

Ａ
Ｐ
の
佐
々
木
氏
）

と
い
っ
た
、
付
加
的
な
利
用
形
態
も
紹
介

さ
れ
た
。 

   　
続
い
て
、C
I
―

N
E
T
活
用
の
第
二
ス

テ
ッ
プ
と
な
る
「
出
来
高
（
中
間
段
階
で

の
作
業
の
進
捗
状
況
）・
請
求
業
務
」
が

議
題
と
な
っ
た
が
、
各
氏
の
意
見
か
ら
は
、

さ
ら
な
る
業
務
効
率
化
の
メ
リ
ッ
ト
を
認

識
し
つ
つ
も
、
む
し
ろ
導
入
・
運
用
面
で

の
課
題
が
大
き
く
立
ち
ふ
さ
が
っ
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。 

　
安
藤
建
設
の
西
村
氏
は
、
発
注
者
側
に

と
っ
て
の
出
来
高
・
請
求
業
務
は
購
買
、

工
事
管
理
、
作
業
現
場
、
経
理
を
つ
な
ぐ

作
業
と
な
る
た
め
、「
各
部
門
の
コ
ン
セ

ン
サ
ス
を
と
り
、
電
子
化
さ
れ
た
業
務
フ

ロ
ー
を
き
ち
ん
と
固
め
る
必
要
が
あ
る
」

と
し
た
う
え
で
、「
作
業
現
場
の
責
任
者

や
工
事
会
社
の
担
当
者
も
含
め
て
、
相
当

な
数
の
人
員
に
対
す
る
教
育
と
運
用
サ
ポ
ー

ト
を
き
ち
ん
と
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
、
運
用
面
で
の
大
き
な
課
題
を
掲
げ
た
。 

　
こ
こ
で
松
並
氏
か
ら
も
、
自
社
の
経
験

を
踏
ま
え
、「
出
来
高
・
請
求
は
、
経
理

に
絡
む
も
の
な
の
で
間
違
い
が
許
さ
れ
な

い
こ
と
、
契
約
業
務
と
は
違
い
業
務
フ
ロ
ー

に
締
め
日
と
い
う
期
限
が
あ
る
こ
と
が
、

電
子
化
・
シ
ス
テ
ム
化
に
二
の
足
を
踏
ま

せ
る
要
因
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
」
と
の

指
摘
が
な
さ
れ
た
。 

　
受
注
者
側
で
は
、「
膨
大
な
項
目
の
出

来
高
明
細
の
計
算
を
自
動
化
し
電
子
化
で

き
れ
ば
、
作
業
負
荷
の
軽
減
だ
け
で
な
く
、

計
算
ミ
ス
の
防
止
に
も
つ
な
が
る
」（
明

治
大
理
石
の
中
家
氏
）
と
の
期
待
が
あ
る

一
方
で
、「
締
め
日
の
関
係
で
デ
ー
タ
入

力
が
集
中
す
る
と
、
作
業
負
荷
の
大
き
さ

が
心
配
」（
石
井
組
の
勝
氏
）
と
い
っ
た

意
見
や
、「
自
社
の
体
制
は
整
え
た
が
、

発
注
者
側
の
シ
ス
テ
ム
修
正
や
開
通
テ
ス

ト
が
遅
れ
て
い
る
」（
Ｙ
Ｋ
Ｋ
 

Ａ
Ｐ
の
佐
々

木
氏
）
と
い
っ
た
不
満
も
あ
げ
ら
れ
た
。 

　
さ
ら
に
、
出
来
高
・
請
求
に
関
し
て
は
、

C
I
―

N
E
T
規
約
に
そ
の
会
社
独
自
の

取
引
方
法
を
加
味
し
て
運
用
し
て
い
る
発

注
者
が
見
ら
れ
、
そ
れ
が
多
く
な
る
と
受

注
者
側
の
負
担
が
大
き
く
な
る
と
い
う
懸

念
も
指
摘
さ
れ
た
。 

   　
こ
の
独
自
の
取
引
方
法
の
問
題
に
つ
い

て
は
、C
I
―

N
E
T
の
基
本
フ
ロ
ー
遵
守

を
業
界
全
体
に
意
識
付
け
し
て
い
く
こ
と

に
加
え
て
、
Ａ
Ｓ
Ｐ
の
存
在
が
重
要
視
さ

れ
た
。
発
注
者
側
の
独
自
の
取
引
方
法
に

よ
る
作
業
を
Ａ
Ｓ
Ｐ
が
吸
収
し
、
受
注
者

側
で
極
力
統
一
的
な
作
業
が
行
え
る
環
境

を
提
供
し
て
も
ら
う
と
い
う
策
だ
。 

　
議
論
の
流
れ
を
受
け
て
、
松
並
氏
は
最

後
の
議
題
と
し
て
「
A
S
P
な
ど
の
利
用

環
境
」
を
提
示
し
、
利
用
者
と
し
て
の
意

見
・
要
望
を
求
め
た
。 

　
２
０
０
２
年
秋
に
登
場
し
た
Ａ
Ｓ
Ｐ
サ
ー

ビ
ス
は
、
企
業
が
自
社
シ
ス
テ
ム
を
構
築

す
る
よ
り
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
も
運
用
負

荷
も
低
減
で
き
る
こ
と
か
ら
、
C
I
―

N
E
T
の
利
用
拡
大
を
大
き
く
後
押
し
し

た
こ
と
が
、
こ
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
も
再
確
認
さ
れ
た
。 

　
石
井
組
の
勝
氏
は
、「
実
は
、
現
職
務

の
前
は
工
事
現
場
責
任
者
で
、
パ
ソ
コ
ン

と
は
無
縁
だ
っ
た
た
め
、C
I
―

N
E
T
の

運
用
を
担
当
す
る
の
は
と
て
も
心
配
だ
っ

た
。
し
か
し
、
い
ざ
や
っ
て
み
る
と
意
外

に
簡
単
で
、
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
て
も
Ａ

Ｓ
Ｐ
の
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
に
問
い
合
わ
せ
れ

ば
丁
寧
に
対
応
し
て
く
れ
る
の
で
安
心
し

て
い
る
」
と
い
う
。
戸
田
建
設
の
野
村
氏

も
、「
社
員
や
工
事
会
社
に
対
す
る
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
教
育
に
お
い
て
も
、
Ａ
Ｓ
Ｐ
や
シ

ス
テ
ム
ベ
ン
ダ
ー
が
支
援
し
て
く
れ
る
の

で
非
常
に
助
か
っ
て
い
る
」
と
話
し
た
。 

　
松
並
氏
は
、「
今
後
、C
I
―

N
E
T
普

及
に
お
い
て
、
Ａ
Ｓ
Ｐ
が
重
要
な
役
目
を

担
っ
て
く
れ
る
シ
ー
ン
が
い
ろ
い
ろ
と
出

て
く
る
だ
ろ
う
。
彼
ら
に
は
、
ぜ
ひ
ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
て
、
サ
ー
ビ
ス
や

サ
ポ
ー
ト
の
強
化
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
ほ
し
い
」
と
期
待
を
語
り
、
最
後
を
締

め
く
く
っ
た
。 

 

見
積
り
・
受
発
注
業
務
で
は
 

デ
ー
タ
の
付
加
的
活
用
も
進
む
 

導
入
効
果
へ
の
期
待
と
裏
腹
に
 

課
題
も
多
い
出
来
高
報
告
・
請
求
 

Ｃ
Ｉ
―

Ｎ
Ｅ
Ｔ
普
及
に
向
け
て
 

Ａ
Ｓ
Ｐ
の
役
割
が
よ
り
重
要
に
 

 

　
建
設
業
界
の
標
準
Ｅ
Ｄ
Ｉ
規
約
を
紹
介
す
る
恒
例
イ
ベ
ン
ト
「
C
I
―

N
E
T
／
Ｃ
―

Ｃ
Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
、
３
月
６
日
に

開
催
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
、
ゼ
ネ
コ
ン
・
工
事
会
社
双
方
の
担
当
者
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
各
社
か
ら
導
入
効

果
や
運
用
課
題
が
、〝
生
の
声
〞で
聴
講
者
に
伝
え
ら
れ
た
。 

シ
リ
ー
ズ
　
業
界
Ｉ
Ｔ
化
探
訪
 

ゼ
ネ
コ
ン
・
工
事
会
社
計
７
社
で
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
 

「
Ｃ
Ｉ
―

Ｎ
Ｅ
Ｔ
」の
利
用
価
値
を
明
言
 

建
設
業
レ
ポ
ー
ト
 

第１０回 


